
	

開發農園が拓く、菌叢農業の未来：

土壌が育む真の美味しさと持続可能

な農業への挑戦	

はじめに：自然と共生する農業の探求	

兵庫県姫路市、恵み豊かな網干の地で、長年にわたり「網干メロン」の生産に情熱を注いでき

た開發農園。私たちは、ただ美味しい網干メロンや野菜を育てるだけでなく、地球環境と共存

し、未来へと続く農業のあり方を常に模索してきました。その探求の答えとして、今、私たち

がたどり着いたのが、シンバイオス研究所が提唱する「菌叢（きんそう）農業」という革新

的な栽培方法であり、それに伴う「減農薬」への徹底した取り組みです。	

これまで日本の農業は、生産効率を追求する中で、化学肥料や農薬に依存する慣行農業が主流

となってきました。しかし、その一方で、土壌疲弊や環境汚染、そして農産物の品質低下とい

った問題に直面しています。開發農園では、これらの課題に真摯に向き合い、単に収穫量を増

やすだけでなく、土壌本来の生命力を最大限に引き出すことこそが、持続可能な農業と真に

美味しい農産物を生み出す鍵であり、その答えが微生物であり菌叢であると確信しています。	

このページでは、開發農園が実践する菌叢農業の核心と、その哲学から生まれた減農薬の取り

組みについて、詳しくご紹介します。私たちが目指すのは、自然の摂理に学び、土壌の健康を

第一に考えることで、「食の安全」と「環境保全」を両立させ、そして何よりも「心から美

味しい」と感動していただける農作物をお届けすることです。	

	

菌叢農業とは何か？：土壌が織りなす生命のハー

モニー	



開發農園が実践する菌叢農業とは、一言で言えば、土壌の中に存在する多様な微生物の生態

系「菌叢」のバランスを最適化し、その驚くべき力を最大限に活用して作物を育てる農

業です。私たちの目指すのは、化学的な力だけに頼るのではなく、微生物たちが織りなす生命

の営みによって土壌を豊かにし、作物が本来持っている生命力や免疫力を引き出すことです。	

土壌の「腸内フローラ」を整える	

人間の健康に「腸内フローラ」が重要であるように、土壌にも「土壌フローラ」、すなわち菌

叢が存在します。この菌叢が健全であればあるほど、土壌は活力を持ち、作物もすくすくと健

康に育ちます。逆に、菌叢のバランスが崩れると、土壌は痩せ、病原菌が増えやすくなり、作

物の生育にも悪影響を及ぼします。	

菌叢農業では、この土壌の菌叢をまるで私たちの「腸」のように大切に扱います。具体的には、

外部から特定の微生物を投入するのでなく、シンバイオス研究所が開発した土壌に最適な菌叢

を作り出す菌叢資材を投入することで土壌が本来持っている微生物の多様性を引き出し、そ

の活動を活発にするための環境を整えることに注力しています。これにより、土壌そのもの

が「生きた」状態になり、作物が自ら養分を吸収し、病害虫から身を守る力も高めることがで

きるのです。	

化学物質からの脱却と自然の循環	

従来の慣行農業では、化学肥料によって作物に必要な栄養を直接供給し、農薬によって病害虫

を駆除する方法が一般的でした。しかし、これは一時的な解決策に過ぎず、長期的に見れば土

壌の活力を奪い、微生物の生態系を破壊してしまうリスクをはらんでいます。	

菌叢農業は、この負の連鎖を断ち切り、自然の循環システムを取り戻すことを目指します。微

生物が有機物を分解し、作物が利用しやすい形に変化させる。作物の根から分泌される物質が

微生物のエサとなり、さらに微生物の活動を促進する。このように、土壌、微生物、そして作

物が互いに作用し合うことで、持続可能な農業のサイクルが生まれます。	

開發農園では、この微生物たちの「菌叢の力」を最大限に引き出すことで、土壌そのものが作

物の生命力を高める「畑の力」を育んでいます。これは、単なる栽培技術の革新に留まらず、

農業と自然との関わり方そのものを見つめ直す、深い哲学に基づいた取り組みなのです。	

	



開發農園の挑戦：なぜ菌叢農業と減農薬なのか？	

開發農園が菌叢農業に大きく舵を切った背景には、長年にわたる網干メロン栽培の経験と、土

壌への深い洞察がありました。そして、その菌叢農業こそが、私たちが目指す「減農薬」とい

う重要な目標を達成するための、唯一無二の道であると確信したのです。	

連作障害と病害虫との闘い：根本的な解決策を求めて	

	

逆境を好機に：網干メロン栽培と減農薬の軌跡	

網干メロンの栽培は、特殊な品種であるためもともと使用できる農薬の種類が非常に限られて

いました。この制約は、一見すると不利な状況です。しかし、私たちはこの「逆境」を「好機」

と捉え、農薬に極力頼らない栽培技術を追求する原動力としてきました。	

慣行農業では、病害虫が発生すれば農薬で対処し、土壌が疲弊すれば化学肥料で補う、という

対症療法的な方法に頼らざるを得ない側面がありました。しかし、このような方法では、根本

的な解決にはならず、むしろ土壌の微生物バランスをさらに崩し、悪循環に陥ってしまうこと

に気づかされました。私たちは、一時的な解決策ではなく、土壌環境そのものを改善するこ

とが不可欠だと強く感じたのです。	

土壌の健康が、作物の抵抗力を生む	

この課題を乗り越えるために、私たちは徹底的に土壌と向き合いました。そして、健全な土壌

には、多様な微生物がバランス良く存在し、それらが作物の生育を助け、病原菌の増殖を抑え

る「抑制効果」を持っているという事実にたどり着きました。	

つまり、土壌の健康こそが、作物が病害虫から身を守るための「免疫力」を高めるという

ことです。人間が健康な腸内環境を持つことで病気になりにくいように、作物の根圏（根の周

囲の土壌）に健全な菌叢が形成されていれば、病原菌が侵入しにくくなり、たとえ侵入したと

してもその悪影響を最小限に抑えることができるのです。	

	



減農薬への道：菌叢農業が実現する持続可能性	

この発見こそが、私たちを開發農園が「減農薬」へと大きく舵を切るきっかけとなりました。

菌叢農業によって土壌が健康になり、作物の抵抗力が高まれば、必然的に農薬の使用量を減ら

すことができます。これは、単に農薬のコスト削減や作業負担の軽減に留まりません。	

1. 環境負荷の劇的な低減:	農薬の使用を減らすことで、土壌や地下水の汚染を防ぎ、周

辺の生態系への影響を最小限に抑えることができます。これは、地球規模での環境保全

に貢献する、重要な一歩です。	

2. 食の安全性の向上:	消費者の皆様に、より安全で安心な農作物をお届けすることがで

きます。農薬残留のリスクが低減されることは、現代社会において最も重要な価値の一

つです。	

3. 持続可能な農業の実現:	減農薬による栽培方法は、土壌の活力を維持し、未来にわた

って農業を継続していくための基盤となります。次世代に豊かな土壌を引き継ぐことは、

私たち農業者の使命です。	

開發農園では、菌叢資材を積極的に用いることで、土壌中の菌叢を豊かにしています。そして、

土壌の状況を定期的に分析し、必要最低限の農薬に留める栽培方法を確立するために、日々実

践を重ねています。これは、困難な道のりではありますが、「お客様に心から喜んでいただけ

る美味しい農作物を、持続可能な方法で届けたい」という私たちの強い願いが、この挑戦を支

えています。	

	

減農薬への具体的な取り組み：栽培現場での実践

と工夫	

開發農園の減農薬への取り組みは、単なるスローガンではありません。日々の栽培現場で実現

されています。私たちは、「予防」と「自然の力を最大限に活かす」という二つの柱を中心に、

農薬の使用を最小限に抑える努力を続けています。	

1.	土壌の健康維持と強化：減農薬の土台	



最も重要なのは、やはり土壌の健康です。健康な土壌こそが、病害虫の発生を抑え、作物の抵

抗力を高める基盤となります。	

• 菌叢資材の活用:	開發農園では、菌叢資材を定期的に土壌に施用することで、土壌中

の有用微生物を増やし、菌叢の多様性と活性を高めています。微生物が活発に活動する

ことで、土壌の団粒構造が発達し、水はけと水もち、そして通気性が改善され、根が健

全に伸びやすい環境が生まれます。	

• 土壌診断に基づく施肥管理:	経験と勘だけに頼るのではなく、定期的に土壌分析を行

い、土壌の栄養状態や微生物相のバランスを数値で把握し土壌の状態を把握しています。	

2.	必要最低限の農薬使用：最後の手段としての選択	

	 これらの徹底した予防と対策を講じても、万が一、農作物の生育に深刻な影響を及ぼすよう

な病害虫が発生してしまった場合には、必要最低限の農薬を、最適なタイミングと量でピン

ポイントに使用することを選択します。これは、私たちは農薬を全く使わない「無農薬」とい

う言葉にはこだわりません。なぜなら、無農薬を追求するあまり、作物の品質が低下したり、

収穫量が著しく減少したりしては、安定した生産とお客様への供給が困難になるからです。	

私たちの減農薬の考え方は、「安全で美味しい農作物を安定的に供給し続けること」を大前提

としています。そのために、農薬の使用を極力抑えつつも、農作物の品質と収量を守るための

最終手段として、賢く農薬を活用するという選択です。使用する農薬についても、環境への影

響が少ないとされるもの、残留性が低いものを選定し、使用回数や時期を厳しく管理していま

す。	

このような多岐にわたる減農薬への取り組みは、手間も時間もかかります。しかし、これが「お

客様に安心して召し上がっていただける、真に美味しい農作物」を育むための、開發農園の揺

るぎない信念なのです。	

	

菌叢農業がもたらす網干メロンの進化：味わいと

健康、そして未来への貢献	



開發農園の網干メロンと農作物は、菌叢農業と減農薬の徹底によって、これまでの常識を超え

た新たなステージへと進化を遂げています。その変化は、単に「美味しい」という言葉では語

り尽くせない、深い意味を持っています。	

1.	際立つ美味しさと芳醇な香り：土壌の生命力が生み出す感動	

菌叢農業で育った網干メロンは、まずその「味の濃さ」と「芳醇な香り」に驚かされます。消

費者の方々からは、「今まで食べた網干メロンとは全く違う」「一口食べると、口いっぱいに

広がる甘みと香りに感動した」といった、喜びの声が多数寄せられています。	

この特別な美味しさは、健全な土壌で育まれた網干メロンが、本来持っている生命力を最大

限に引き出している証拠です。微生物の働きによって土壌中の養分が効率的に吸収され、網干

メロンの細胞一つ一つにまで栄養が行き渡ることで、糖度だけでなく、酸味や旨味のバランス

がとれた、深みのある味わいが生まれます。	

2.	安心安全：食の未来を支える網干メロン	

減農薬で栽培された網干メロンは、「安心・安全」という点で、お客様に大きな信頼をお届け

できます。農薬の使用を最小限に抑えることで、残留農薬のリスクを低減し、お子様からご年

配の方まで、どなたでも心置きなく召し上がっていただける網干メロンを追求しています。	

さらに、健康な土壌で育った作物は、ミネラルやビタミンなどの栄養価が高い傾向にあること

が、近年の研究で明らかになっています。菌叢農業によって、土壌中の微量要素が網干メロン

に効率的に吸収されることで、栄養面でも優れた網干メロンが生まれていると考えられます。

これは、単なる美味しい果物としてだけでなく、日々の食卓を彩り、人々の健康を支える、未

来志向の農産物としての価値を高めています。	

3.	環境への貢献：持続可能な農業の象徴	

開發農園の菌叢農業と減農薬の取り組みは、網干メロンの品質向上に留まらず、地球環境への

貢献という大きな意味を持っています。化学肥料や農薬の使用を減らすことで、以下の点で環

境負荷を大幅に低減しています。	

• 土壌生態系の保護:	土壌中の微生物や小動物の多様性を守り、土壌本来の肥沃さを維

持します。	



• 水質汚染の防止:	化学物質が地下水や河川に流出することを防ぎ、地域の水資源を守

ります。	

• 生物多様性の保全:	周辺の昆虫や鳥類、植物などの生態系への悪影響を最小限に抑え、

豊かな自然環境を守ります。	

私たちの網干メロンは、美味しいだけでなく、「環境に配慮し、未来を見据えた農業の成果」

として、その価値を語ることができると信じています。一つ一つの網干メロンに、地球への優

しさと、未来への希望が込められているのです。	

	

農業の未来を切り拓く開發農園：地域とともに歩

む	

開發農園の取り組みは、日本の農業が抱える多くの課題に対する、一つの確かな光となり得ま

す。高齢化、後継者不足、環境問題、国際競争の激化など、農業を取り巻く環境は決して楽で

はありません。しかし、菌叢農業と減農薬という私たちの挑戦は、これらの困難を乗り越え、

持続可能で、かつ高品質な農産物を提供できる可能性を秘めていることを証明しています。	

地域農業の活性化と連携	

私たちは、このシンバイオス研究所が提唱する菌叢農業の技術と知見を、私たちだけで独占す

るつもりはありません。むしろ、地域の農業者の方々とも積極的に情報交換を行い、共に学び、

実践することで、地域全体の農業の活性化に貢献したいと考えています。健康な土壌で育った

農産物が、網干の地から全国へ、そして世界へと広がっていくことを夢見ています。	

また、地元の教育機関や研究機関との連携も強化し、未来を担う子どもたちに、自然と共生す

る農業の大切さを伝える活動にも力を入れています。土壌に触れ、微生物の不思議な世界を知

ることで、農業への関心を深め、将来の担い手育成にも繋がることを期待しています。	

消費者の皆様へのメッセージ	



私たちが丹精込めて育てた網干メロンや農作物は、ただの果物や野菜ではありません。それは、

健全な土壌、活発な微生物たち、そして私たち栽培者の情熱が一体となって生み出された、「生

命の結晶」です。	

この網干メロンや農作物を召し上がっていただくことで、皆様に最高の美味しさと感動をお届

けできること。そして、私たちが目指す持続可能な農業の価値を感じていただけること。それ

が、私たち開發農園の最大の喜びです。	

これからも私たちは、現状に満足することなく、「土壌の声」に耳を傾け、自然の摂理に学

びながら、最高の網干メロンと野菜を追求し続けます。	ぜひ一度、開發農園の網干メロン

と野菜をご賞味ください。そこには、きっと、未来の農業の姿と、深い感動が待っているはず

です。	

	

菌叢農法による驚くべき効果	

菌叢農法により、減農薬、減化学肥料にとりくんでいます。菌叢農法をとりい

れたことにより、24年度はキャベツ、白菜など 90％の収穫ができました（前年
は 50％以下の収穫）。 

温暖化により、昨年度はキャベツが全国的に不作でしたが、これは病原菌が温

暖化により増殖しやすくなっているためです。開発農園さんでは、菌叢農法に

よる微生物の力で、病原菌の増殖を抑えているため、病気が大幅にすくなくな

っています。 
おいしい野菜は、窒素、りん、カリなどの無機成分でなく、土壌本来の微生物

の力によるものです。菌叢農法を取り入れてから、味がたいへんおいしいと評

価を頂くようになりました。 
現在までに微生物資材を使用したが、目に見える効果が実感できなかったが、

菌叢という土壌全体に働きかける菌叢農法では土壌が健全化され、私たちの農

園では通念を通して色々な野菜を栽培しているが、全ての作物がおいしくなっ

たと感じています。 
 

 



 
 

	

	

お問い合わせ	

開發農園の網干メロンや農作物に関するご質問や、菌叢農業・減農薬の取り組みにご興味をお

持ちの方はお気軽にお問い合わせください。	[お問い合わせはこちら]（お問い合わせページへ

のリンク）	

 


